
 

 

令和３年度  第１回  高浜市入札監視委員会会議  

 

 

１．開催日時    令和３年７月３０日（金） 

午後２時５５分～午後５時４０分 

 

２．開催場所    高浜市役所 １階 多目的会議室 

 

３．出席委員    委 員 長 児 玉 善 郎（大学 学長） 

委 員   岸 上 善 徳（高浜市社会福祉協議会会長） 

委 員   横 山 英 樹（元県住宅供給公社事務局長） 

委 員   横 井 克 俊（弁護士） 

     

４．事務局職員   杉浦総務部長、清水グループリーダー、藤副主幹、 

稲垣主査、杉浦主任、武内主事 

５．議事概要 

  

（１）あいさつ 

（２）事務局紹介 

（３）令和３年度前期入札案件の検討について 

 

○主な質疑・回答 

質 問 ・ 意 見 回 答 

（１）低落札率案件 

・二酸化炭素濃度測定器一式 

〇低落札率となったことについてどのよう

に考えるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇見積を徴収した 5月頃は、大阪府が二酸

化炭素濃度測定器を購入するということ

で価格が上がっており、納期が約束でき

ないという話もあった。当時は、見積業

者より定価に近い価格での入札になるか

もしれないという話を聞いていた。 

〇入札時には、業者の企業努力でかなり低

い金額での落札となった。また、多くの

個数を購入予定ということも影響があっ

たのではないかと考える。 

【審議結果】 

  本案件は、見積徴収時と入札時における需要の違いや、入札時での企業努力・購 

 入個数が多かったことにより低い落札率となったことが確認された。 

 



 

（２）落札率 100％案件（物品・委託） 

・非常用発電装置点検業務委託 

〇今まではどの業者に委託していたのか。 

 

 

〇落札率 100％についてどう考えるか。 

 

 

 

〇入札の結果が実質随意契約と同じような

結果になっており、競争が働いていな

いように感じる。長年委託している業

者に引き続き業務を担ってもらうこと

が適切と判断される場合には、指名競

争入札にせず、随意契約にするといっ

た方法を検討する必要があるのではな

いか。 

 

・小学校合併浄化槽保守点検業務委託 

・小中学校給食リフト保守点検業務委託 

・小中学校印刷機（輪転機）借上  

・小中学校印刷機（複合機）借上  

〇いずれも 2者から参考見積を取って金額

の低い方を予算計上しているのか。 

〇落札率 100%となった要因についてどう

考えるか。 

 

 

 

〇落札率 100％が多いのはどうしてか。 

 

 

〇落札業者である。今回は委託料が 50万

円を超えたため、入札を行うことになっ

た。 

〇落札業者は例年やっている業務で機器の

状況等も熟知している状態であるため、

見積額と同じ金額で応札したと考えられ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇その通りである。 

 

〇本市では 2者見積を取って金額が低い方

を予算額としている。予算見積を出した

業者が見積額をそのまま入札額としたた

め落札率 100%という結果になっている

と考えられる。 

〇上 2つの案件は昨年度も落札率 100%で

あった。対策として、新しい業者を探し

て指名業者に入れるように工夫はしてい

る。 

【審議結果】 

これらの案件は、予算見積を取った業者が、見積で出した金額をそのまま入札額

としたため、落札率 100％となったことが確認された。今後は、新しい業者を探

して指名業者に入れるように取り組んでいく。また、長年委託している業者が引

き続き担うことが適切な業務については、契約の方法を検討していく必要があ

る。 

 



 

（３）高落札率案件（物品・委託） 

・小中学校調理室内換気フード及びグリス

トラップ清掃業務委託 

〇今回、新規の業者を指名しているが、辞

退となっている。業務内容が難しいの

か。 

 

 

・排水路ポンプ保守点検・遠方監視業務委

託 

〇見積はどこから取ったのか。 

 

 

 

 

〇設計単価に基づいて入札をしても金額に

ばらつきは出るのか。 

 

 

・保育園給食材料（牛乳）購入にかかる単

価契約 

〇入札に参加できる業者が 2者しかないの

はなぜか。 

 

 

 

 

〇見積は今回入札に参加した 2者から取っ

ているのか。 

 

 

 

 

・夜間防犯パトロール業務委託  

〇上位 2者から見積を取っているのか。 

 

 

〇大変安価な価格で委託しているが、履行

の確認はどのように行っているのか。 

 

 

 

 

 

〇一度業務内容について話はしており、辞

退となったのは想定外である。少し前に

新規業者を指名したことで落札業者が変

わった。 

 

 

 

〇見積は徴収しておらず、愛知県の設計単

価を使用して設計書を作成している。業

者も愛知県の設計単価を見ることは可能

なので、予定価格に近い金額での入札額

になり得る。 

〇設計単価による積算に加えて、各々の業

者がどれだけ経費を見込むかで、多少の

ばらつきは出る。 

 

 

 

〇廃業により参加できる業者が減った。毎

年、入札参加資格がある業者に入札への

参加の可否を伺っている。また、高浜市

は規模も小さく、公立保育園が 1園であ

ることも入札参加可能業者が少ない要因

だと考えられる。 

〇そうであるが、牛乳は季節や年によって

金額が変わりやすいため、入札の直前に

直近の価格での見積を取り、それを基に

予定価格を設定している。そのため高落

札率になりやすいと考えられる。 

 

 

〇その通りであり、近年は落札業者に委託

が続いており、安価な価格での委託と

なっている。 

〇主に書類での確認であるが、報告書も

しっかり出されているので、問題なく履

行されていると判断している。 

 



 

・公共下水道 TVカメラ調査業務委託 

〇積算は容易にできる案件であるか。 

 

〇専門業種であるため積算は容易にできる

と考えられる。 

【審議結果】 

これらの案件は、愛知県が公表している設計単価を使用して予定価格を決めてお

り、業者として同じ設計単価を用いて積算しやすいことや、入札の直前に業者か

ら見積を取って予定価格を設定していることなどから高落札率となっていること

が確認された。 

（４）高落札率案件（工事） 

・舗装復旧工事（その５） 

・舗装復旧工事（その２） 

・公共下水道整備工事 浜第２処理分区

（３－１工区） 

・公共下水道整備工事 浜第２処理分区

（３－６工区） 

・公共下水道整備工事 港第１処理分区

（３－９工区） 

・高浜中学校トイレ改修工事  

〇設計は市内の業者に委託しているのか。 

〇条件付き一般競争入札とはいえ、一者し

か応札していない。どう考えるか。 

〇設計金額が厳しいとの声があったとある

が、どうなのか。 

〇今回は不調となってはいないが、不調に

なるようであれば設計そのものを見直

す必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇市外の業者である。 

〇工事の内容が建築工事だけではなく、管

工事も入っているからかと思われる。 

〇県の設計単価そのものが厳しいと思われ

る。 

【審議結果】 

これらの案件は、予定価格が事前公表であるとともに、県の設計単価による金額

で工事を請け負うことが業者にとって厳しいことなどにより高落札率になったこ

とが考えられた。 

 

（５）事後公表案件（工事） 

・港小学校倉庫設置工事  

・南中学校北校舎非常階段改修工事 

〇事後公表により予定価格超過の業者が多

くみられるがどう考えるか。 

 

 

 

・市営湯山住宅屋上防水改修工事 

〇再入札を行っており、2 回目には大幅に

 

 

 

〇予定価格が事前公表であれば業者もそれ

が目安となるが、事後公表では目安がつ

かず業者の経費等を考慮して積算を行う

ため予定価格を超過することが多い。 

 

 

〇1 回目の入札でも、入札金額と予定価格



 

入札額が下げられているがどう考える

か。 

 

 

 

 

 

・公園維持補修工事  

・道路改良工事 市道中新田小中根線 

・道路改良工事 市道吉浜依佐美線  

〇予定価格事後公表により落札率が低く

なっており、事後公表とした効果が見ら

れている。 

〇公園維持補修工事は特に低い落札率と

なっているがなぜか。 

 

・ケアハウス湯山安立屋上防水工事 

〇予定価格の算出方法は。 

に大きな乖離はなく、市で組み直した設

計が業者のものと差がなかったと考えら

れる。再入札で大幅に入札額が下げられ

ていたことについては、今後、再入札時

の設計書と市が作成した設計書を比較し

てすり合わせをしていく。 

 

 

 

 

 

 

 

〇かなり大きい公園内での工事であり、交

通に支障がないことが要因かと思われ

る。 

 

〇市内業者より見積を取り、市で見直しを

行った上で予定価格を算出した。 

【審議結果】 

これらの案件は、予定価格が事後公表であることなどにより落札率が抑えられた

ことが考えられた。その半面、予定価格超過の業者が多くみられる結果となった

ことが確認された。 

 

（６）事後公表、高落札率案件（工事） 

・道水路維持補修工事 屋敷町未認定道路 

〇4 者のうち 3 者が予定価格超過となって

いるが、原因をどう考えるか。 

 

 

 

 

 

 

・南中学校給食調理室改修工事  

・吉浜公民館可動間仕切り更新工事 

〇再入札が 3 回目までとなったが、予定価

格が厳しかったのか。 

 

 

 

 

 

〇狭い道での工事となることから、経費が

かさむことを見込んだ金額で応札した可

能性がある。また、落札業者は周辺地域

で同様の工事を請け負っているため、資

材置き場が確保できていること等を踏ま

えた金額により、予定価格内の応札に

なったと考えられる。 

 

 

 

〇予定価格は市内の二つの業者から見積を

徴収し、それを県の歩掛りを基に再算定

している。落札業者は工事の内容につい

ての段取りが取れていたのではないかと

考えている。 



 

・配水管布設替工事（３－４工区）  

・配水管布設替工事（３－５工区） 

・配水管布設替工事（３－６工区）  

・配水支管布設替工事（３－７工区） 

・下水道工事に伴う配水管移設工事（その

２） 

・下水道工事に伴う配水管移設工事（その

１） 

・配水管布設替工事（３－１０工区） 

・公共下水道整備工事 港第１処理分区

（３－１１工区） 

〇水道施設工事に関して、事後公表として

も落札率が高くなる傾向がみられるがど

のように考えるか。 

 

 

 

 

 

 

〇水道施設工事全体で同じような結果が見

られることから今後は事後公表の対象か

ら外すことを検討してはどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇設計の基となる単価等は公表されている

ことや、ガードマンの人数等も公表され

ているため設計書の金額がつかみやす

い。あとは業者の経費の取り方で違いが

出るだけである。 

〇落札後に情報公開による金入り設計書の

請求があり、事後検討がよくされている

ことも要因と考えられる。 

【審議結果】 

これらの案件は、予定価格が事後公表であるが、工種や工事内容によっては予定

価格を事前公表としても落札率に大きな違いがみられないことが考えられた。令

和４年度では水道施設工事を予定価格事後公表の対象から除外するかについて検

討が必要である。 

 

 
（４）その他 

○令和３年度 予定価格事後公表試行案件の選定について 

 


